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商
工
会
に
は
自
社

の
事
業
を
通
じ
て
地

域
に
貢
献
し
た
い
と

「
顔が
ん
晴ば

っ
て
い
る
」

会
員
さ
ん
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
回
は
、
黒
羽
に
あ

る
「
新
鮮
野
菜
の
和

カ
フ
ェ
＆
居
酒
屋　

わ
を
ん
」
の
店
主
、

八
木
澤
智
子
さ
ん
（
以
下
、
智
子
さ
ん
）
と
次
男

の
お
嫁
さ
ん
の
八
木
澤
真
利
江
さ
ん
（
以
下
、
真

利
江
さ
ん
）
に
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
事
業
に
か

け
る
想
い
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

◇
は
じ
め
に
事
業
の
概
要
を
お
伺
い
し
ま
す

　

当
店
は
、
県
内
や
地
元
の
生
産
者
か
ら
新
鮮
な

野
菜
を
仕
入
れ
て
お
り
、
旬
の
野
菜
を
活
か
し
た

料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
か
ら
ラ

ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
を
一
新
し
て
、
人
気
の
唐
揚
げ
や
黒

羽
メ
ン
チ
カ
ツ
が
定
食
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
お
食
事
の
ほ
か
に
も
、
お
惣
菜
の
販

売
や
野
菜
の
直
売
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

今
年
の
６
月
に
、
お
か
げ
さ
ま
で
一
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
、
愛
さ
れ
る
お
店
に
な
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

新
鮮
野
菜
の
和
カ
フ
ェ
＆
居
酒
屋
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店
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６

店舗外観　店内には宴会用の和室も完備
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■
黒
羽
で
開
業
し
た
い

　

県
内
で
飲
食
業
を
経
営
し
て
い
た

店
主
の
智
子
さ
ん
。
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
た
が
、
ふ
と
年
齢
を
意

識
し
た
と
き
に
今
後
の
人
生
を
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。
幼
少
期
を
顧
み

る
と
、
母
の
故
郷
で
あ
る
黒
羽
の
美

し
い
田
園
風
景
が
目
に
浮
か
ん
だ
。

よ
く
母
と
一
緒
に
川
遊
び
を
し
た
記

憶
が
蘇
り
、
思
い
出
の
地
、
黒
羽
で

飲
食
店
を
開
き
た
い
と
決
意
し
た
。

　

引
き
寄
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
、

こ
の
川
の
近
く
に
物
件
が
見
つ
か
っ

た
。
し
か
し
、
12
年
間
放
置
さ
れ
た

ま
ま
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
片
付
け
や

掃
除
に
明
け
暮
れ
た
。「
あ
の
と
き
は

体
力
勝
負
。
本
当
に
大
変
で
し
た
」

と
苦
笑
し
た
。

　

智
子
さ
ん
が
開
店
に
向
け
て
奮
闘

し
て
い
る
姿
を
見
た
真
利
江
さ
ん
は
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
手
伝
う
こ
と
を
決

心
し
、
二
人
で
協
力
し
な
が
ら
約
半

年
間
か
け
て
準
備
を
し
た
。
店
名
の

「
わ
を
ん
」
は
、
五
十
音
順
で
最
後
の

３
文
字
「
わ
を
ん
」
が
由
来
。「
最
後

の
仕
事
と
し
て
こ
の
地
で
腰
を
据
え

て
全
う
し
た
い
」
と
の
想
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

■
得
意
分
野
を
活
か
し
な
が
ら
、
二

人
三
脚
で
営
業

　

料
理
担
当
の
智
子
さ
ん
は
、
毎
日

10
種
類
近
く
の
お
惣
菜
と
日
替
わ
り

な
い
」
と
話
す
と
、智
子
さ
ん
は
「
私

は
掃
除
が
苦
手
だ
し
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
の
Ｐ
Ｒ
は
で
き
な
い
」
と
返

す
。
お
互
い
に
不
得
手
な
部
分
を
支

え
合
い
な
が
ら
、
二
人
三
脚
で
営
業

を
続
け
て
い
る
。

■
売
上
向
上
に
向
け
て
商
工
会
も
支

援
　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
の
「
黒
羽
メ
ン
チ

カ
ツ
」
を
、
食
事
だ
け
で
な
く
単
品

で
も
販
売
し
た
い
と
考
え
た
智
子
さ

ん
は
、
昨
年
、
商
工
会
の
郡
司
主
任

に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
需
要
動
向

調
査
」
の
提
案
を
受
け
た
。
郡
司
主

任
と
専
門
家
か
ら
調
査
項
目
の
設

定
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
充
分
な
需

要
が
見
込
め
る
と
判
明
す
る
と
と
も

に
、
幅
広
い
意
見
や
改
善
点
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。
専
門
家
に
よ
る
説

明
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
た
め
、
販

売
促
進
の
た
め
の
効
果
的
な
手
法
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
そ
し

て
、
今
年
の
２
月
か
ら
テ
イ
ク
ア
ウ

ト
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た
。

■
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
「
わ
を
ん
」
に
は
、
地
元
の
お
客

様
を
は
じ
め
、
前
の
店
舗
の
常
連
さ

ん
も
足
を
運
ぶ
。
開
店
し
て
ま
だ
１

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
客
様
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
な
ど
、

よ
り
良
い
お
店
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
智
子
さ
ん
は
、「
来
店
さ
れ

る
方
は
み
な
、
家
族
の
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
実
家
の

よ
う
に
思
っ
て
も
ら
え
る
お
店
に
な

り
た
い
で
す
。」
と
想
い
を
語
っ
た
。

　

仲
の
良
い
親
子
が
出
迎
え
て
く
れ

る
お
店
。
美
味
し
い
料
理
と
居
心
地

の
良
さ
で
、
実
家
の
よ
う
な
安
ら
ぎ

と
元
気
が
も
ら
え
る
だ
ろ
う
。

併設された直売所で新鮮な野菜を販売
している

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
。

季
節
に
あ
っ
た
新
鮮
な
野
菜
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
今
日
は
何
を
作
ろ
う

か
と
考
え
る
の
が
至
福
の
ひ
と
と
き
。

た
と
え
間
引
き
さ
れ
る
よ
う
な
人
参

で
も
無
駄
に
は
せ
ず
、
天
ぷ
ら
、
グ

ラ
ッ
セ
、
時
に
は
わ
さ
び
ソ
ー
ス
和

え
な
ど
、
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
で
様
変

わ
り
さ
せ
る
。「
生
産
者
か
ら
『
こ
ん

な
食
べ
方
が
あ
る
ん
だ
。
レ
シ
ピ
を

教
え
て
ほ
し
い
』
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
丹
精
込
め
て
作
っ
た

野
菜
を
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
お
客
様
は
も
ち
ろ
ん
、
生

産
者
に
も
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
語
っ
た
。

　

ホ
ー
ル
を
担
当
す
る
真
利
江
さ

ん
は
、
慣
れ
な
い
接
客
で
戸
惑
う

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
「
接

客
を
褒
め
て
も
ら
え
る
こ
と
が
一

番
嬉
し
い
で
す
。」
と
弾
け
る
よ

う
な
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

時
に
は
冗
談
を
交
え
な
が
ら
談

笑
す
る
二
人
。真
利
江
さ
ん
が「
お

義
母
さ
ん
の
よ
う
な
料
理
は
作
れ

店内の一角では真利江さんのハンドメイド
のアクセサリーや雑貨を販売している

ながら見守りサポート企業になろう！　　～事業活動の中で見守り活動を実践してみましょう～

 「ながら見守り」とは、日常生活や事業活動のなかで、防犯の視点をもって行う
見守り活動です。地域や子どもたちへ見守りの目を向けることで、防犯意識を高
めることができます。
　県の出前講座（無料）を受講して「ながら見守りサポート企業」になりませんか。
　詳細は右記２次元コードをご覧ください。

社内研修等の機会に
ぜひ受講をご検討
ください。
詳細はこちら

出前講座のご案内

〔問い合わせ・申込先〕栃木県生活文化スポーツ部くらし安全安心課生活・交通安全担当  ℡：028－623－2154

ランチタイムはおろしポン酢で食べる「黒羽メンチカ
ツ定食」が人気。野菜をたっぷりと使った副菜も美
味しいと評判だ。
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福祉共済からのお知らせ

　福祉共済の傷害プランとシニア傷害プランは「熱中症
の補償」を付帯しています。（※傷害ライトプランは対象外）

　今夏も猛暑が続き、熱中症のリスクも高まります。
　お問い合わせはご加入の商工会にご相談ください。

日　　付 場　　所 対 象 者 日　　付 場　　所 対 象 者

茂木町商工会

那須町商工会

下野市商工会

 9 月18日（木）

11月27日（木）

うつのみや市商工会

佐野市あそ商工会

那須烏山商工会

主に県央地区の
事業者等

主に県南地区の
事業者等

主に県東地区の
事業者等

主に県東地区の
事業者等

主に県北地区の
事業者等

主に県南地区の
事業者等

令和8年          
1 月22日（木）

 9 月19日（金）

11月28日（金）

令和8年          
1 月23日（金）

　信用保証協会・よろず支援拠点・商工会の3機関で組織した「とちぎ中小企業応援隊」は、事業者や創業者・創業を
検討している方等を対象に、資金繰りや事業承継等の様々な経営課題の解決に向けた相談・支援を行っています。
下記日程の10：00～16：00で合同出張相談会を開催しておりますので、ぜひ最寄りの商工会にお申し込みください。

3つの支援機関が連携し合同出張相談会を開催します相 談 無 料

薄井会長が県議会議長と会談

　

４
月
25
日
、
商
工
連
の
薄
井
会
長
は
、

第
１
１
２
代
の
県
議
会
議
長
に
就
任
し

た
池
田
忠
氏
（
大
田
原
市
）
を
訪
ね
、

商
工
会
地
域
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
情

報
交
換
し
た
。

　

会
談
で
は
、
物
価
高
や
賃
上
げ
に
伴

う
価
格
転
嫁
、
ト
ラ
ン
プ
関
税
等
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
継
続
し
た
支
援
が
必
要
と
の
結

論
に
至
っ
た
。

　

薄
井
会
長
は
、「
会
員
企
業
の
た
め

に
全
力
に
取
り
組
む
」
と
決
意
を
表
明

し
、
池
田
県
議
会
議
長
に
引
き
続
き
の

連
携
と
支
援
を
お
願
い
し
た
。

（左）池田忠県議会議長（右）薄井正明会長

　

５
月
14
日
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連

合
会
第
59
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
小

林
信
作
前
県
青
連
会
長
が
第
26
代
全
国

商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
に
就
任
し

た
。
任
期
は
令
和
９
年
５
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
。
本
県
か
ら
は
約
50
年
ぶ
り

で
二
人
目
と
な
る
。

　

氏
は
壬
生
町
商
工
会
青
年
部
部
長
、

県
青
連
会
長
並
び
に
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商

工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
会
長
を
歴
任

し
た
。

　

６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
就
任
祝
賀

会
に
は
、
多
く
の
来
賓
や
関
係
者
、
県

内
外
か
ら
青
年
部
長
が
出
席
し
、
門
出

を
祝
福
し
た
。

都道府県青連会長等と記念撮影をする小林信作全青連会長（前
列、左から 5 番目）

小
林
信
作
前
県
青
連
会
長
が
全
青
連
会
長
に
就
任
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５
月
28
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
に
お
い
て
、

商
工
連
の
第
64
回
通
常
総
会
が
、
福
田
富
一
知
事
、

池
田
忠
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
や
経
済

団
体
の
代
表
を
来
賓
に
迎
え
て
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
商
工
連
の
薄
井
正
明

会
長
は
、｢

商
工
連
は
県
内
33
商

工
会
と
共
に
、
『
会
員
企
業
の
繁

栄
・
発
展
を
図
る
こ
と
』
を
組
織

の
目
標
と
し
、
活
動
理
念
で
あ
る

『
全
て
は
会
員
の
た
め
に
』
を
実

践
し
、
会
員
事
業
者
に
一
層
信
頼

さ
れ
、
地
域
発
展
の
原
動
力
と
な

る
べ
く
活
動
し
て
い
く｣

と
挨
拶

し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
商
工
連
の

越
沼
哲
士
理
事
（
湯
津
上
）
を
選

出
し
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
な
ど
５
議
案
を
慎
重

審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
決
定
さ
れ
た
。

▲議長を務める越沼理事

「全ては会員のために」を実践へ「全ては会員のために」を実践へ

　

役
員
の
補
充
選
任
で
は
、
三
室

一
男
理
事
（
都
賀
町
）
、
小
林
信

作
理
事
（
県
青
連
）
の
辞
任
に
伴

い
、
新
理
事
に
伊
藤
邦
夫
会
長

（
藤
岡
町
）
、
高
根
沢
大
地
会
長

（
県
青
連
）
、
新
監
事
に
田
中
美

雄
会
長
（
足
利
市
坂
西
）
が
選
任

さ
れ
た
。
新
役
員
の
任
期
は
、
令

和
９
年
５
月
30
日
ま
で
の
残
任
期

間
と
な
る
。
終
了
後
に
は
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
会
員
加
入
促
進

運
動
の
成
績
が
優
秀
な
商
工
会
に

対
し
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　
令
和
６
年
度
事
業
総
括

　

以
下
の
４
つ
の
重
点
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

一
、
企
業
支
援
の
強
化
・
充
実

　

各
種
経
営
課
題
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、
令
和
７
年
１
月
に
信
用
保
証

協
会
、
国
の
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
、

商
工
会
に
よ
る
「
と
ち
ぎ
中
小
企

業
応
援
隊
」
を
発
足
さ
せ
、
国
が

進
め
る
支
援
機
関
の
体
制
整
備
と

連
携
強
化
に
対
応
す
る
た
め
の
取

組
を
開
始
し
た
。
県
内
３
か
所
の

商
工
会
に
お
い
て
、
合
同
出
張
相

談
会
を
行
い
、
資
金
繰
り
を
含
め

た
経
営
改
善
、
創
業
、
事
業
承
継

な
ど
の
課
題
解
決
や
経
営
支
援
を

行
っ
た
。

二
、
商
工
会
の
組
織
強
化

　

商
工
会
の
組
織
力
強
化
を
図
る

た
め
、
全
国
統
一
「
会
員
加
入
促

進
運
動
」
を
展
開
し
、
全
商
工
会

で
加
入
促
進
運
動
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
・
女
性
部
の
育

成
強
化
で
は
、
県
青
連
・
女
性
連

の
運
営
指
導
や
各
種
事
業
を
行
っ

た
。
特
に
女
性
部
で
は
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
女
性
部
連
絡
協
議
会
の
交

流
研
修
会
・
主
張
発
表
会
の
幹
事

県
と
な
り
、
３
１
７
名
の
参
加
者

を
迎
え
宇
都
宮
市
で
開
催
し
た
。

三
、
人
材
育
成
の
強
化
・
充
実

　

会
員
事
業
者
を
直
接
支
援
す
る

職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
各
種

セ
ミ
ナ
ー
等
を
実
施
し
た
ほ
か
、
中

小
企
業
大
学
校
へ
の
派
遣
を
行
い
、

能
力
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、
中
小

企
業
診
断
士
資
格
取
得
に
向
け
た

支
援
等
を
行
い
、「
人
材
育
成
の
強

化
・
充
実
」
を
図
り
、
商
工
会
の
組

織
強
化
に
つ
な
げ
る
取
組
を
実
行
し

た
。

四
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
経
営
環
境
整
備
に
向
け
た
要

望
活
動
の
実
施

　

地
方
経
済
活
性
化
と
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
成
長
・
持

続
的
発
展
の
た
め
に
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
対
策
予
算
の
拡
充

や
物
価
高
対
策
並
び
に
適
正
な
価

格
転
嫁
に
向
け
た
支
援
な
ど
11
項

目
を
栃
木
県
知
事
及
び
栃
木
県
議

会
議
長
へ
要
望
し
た
。

▲挨拶する薄井会長

商
工
連
第
64
回
通
常
総
会

監　事 理  事 理  事
役員の選任

田　中　美　雄
（足利市坂西）

高根沢　大　地
（県青連）

伊　藤　邦　夫
（藤岡町）
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役員
改選

７商工会で役員改選
３商工会で新会長が誕生

　

総
会
で
は
、
議
長
に
瀬
谷
直
人

部
長
（
足
利
市
坂
西
）
を
選
出
し
、

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
や
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
な
ど
５

議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
全
て
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任

で
は
、
高
根
沢
大
地
部
長
（
那
須

塩
原
市
）
が
新
会
長
に
選
任
さ
れ

た
ほ
か
、
副
会
長
に
大
森
裕
介
部

長（
壬
生
町
）、鈴
木
晴
久
部
長（
塩

谷
町
）、
瀬
谷
直
人
部
長
（
足
利

市
坂
西
）
が
選
任
さ
れ
、
新
た
な

執
行
部
体
制
が
誕
生
し
た
。

　

県
青
連
は
５
月
８
日
、
第
58
回
通
常
総

会
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ
で
開
催
し
た
。

　

５
月
９
日
、
県
女
性
連
は
第
60

回
通
常
総
会
を
ホ
テ
ル
東
日
本
宇

都
宮
で
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
議
長
に
神
山
洋
子

部
長
（
足
尾
町
）
を
選
出
し
、
令

和
７
年
度
事
業
計
画
や
、
役
員
の

補
充
選
任
な
ど
４
議
案
が
慎
重
に

審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

　

役
員
の
補
充
選
任
で
は
、
副
会

長
に
郡
司
栄
子
部
長
（
黒
羽
）、

理
事
に
榊
原
博
子
部
長
（
那
須
塩

原
市
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
た
。

左から青木彩季副会長、副会長に就任した郡司栄子副会長
（黒羽）、副会長を退任された藤田峰子部長、理事に就任し
た榊原博子部長（那須塩原市）、大関啓子副会長、山田祐
子県女性連会長

左から、瀬谷直人副会長（足利市坂西）、大森裕介
副会長（壬生町）、高根沢大地会長（那須塩原市）、
鈴木晴久副会長（塩谷町）

県青連第58回通常総会県女性連第60回通常総会

新
会
長
に
高
根
沢
大
地
氏
（
那
須
塩
原
市
）

　

５
月
20
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、
県
内
33
商
工
会

で
は
通
常
総
（
代
）
会
が
開
催
さ
れ
、
新
た
に
３
人

の
新
会
長
が
誕
生
し
た
。

佐野市あそ

株
式
会
社
さ
ん
だ
い

  （
印
刷
及
び
Ｏ
Ａ
機
器
販
売
業
）

・
平
成
19
年
か
ら
監
事

・
平
成
25
年
か
ら
副
会
長 

大
お お ぜ き

関 輝
て る  お  

雄

西　方

お
ぎ
わ
ら
建
築

  （
建
築
業
）

・
平
成
25
年
か
ら
理
事

・
平
成
28
年
か
ら
副
会
長

荻
お ぎ わ ら

原 幸
こ う い ち

一

那珂川町

ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　

こ
み
ね
株
式
会
社

  （
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
）

・
令
和
元
年
か
ら
理
事

・
令
和
５
年
か
ら
副
会
長

小
こ み ね

峰　直
な お  と  

人

 

栃
木
県
産
業
振
興
功
労
に
よ
り
表
彰

　 

井 

戸  

道 

廣 

会
長
（
粟
野
商
工
会
）

野
商
工
会
の
井
戸
道
廣
会
長
が
産

業
振
興
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
。

　

氏
は
平
成
７
年
か
ら
粟
野
商

工
会
の
理
事
、
平
成
22
年
に
は
会

長
に
就
任
、
令
和
６
年
か
ら
は
商

工
連
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
。

　

氏
は
商
工
会
会
長
と
し
て
、
粟

野
地
域
の
名
産
品
で
あ
る
「
そ
ば
」

の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
、「
粟
野
そ
ば

街
道
」
の
普
及
啓
発
を
積
極
的
に

　

６
月
13
日
に
県
公
館
で
行
わ
れ

た
「
栃
木
県
各
種
功
労
者
及
び

優
良
団
体
表
彰
」
に
お
い
て
、
粟

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
支
援

等
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
に
寄
与

し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
台
風
19
号

（
令
和
元
年
）
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
事
業
所
の
復
興
を
図

る
た
め
、
粟
野
商
工
会
「
ふ
る
さ

と
あ
わ
の
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
、
被
災
事
業
所
の
施

設
・
設
備
の
復
旧
及
び
整
備
を
推

進
。
地
域
内
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

の
再
整
備
に
よ
る
雇
用
維
持
な
ど

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

商
工
会
の
活
動
等
を
通
し
て
、

地
域
の
商
工
業
の
振
興
と
発
展
に

寄
与
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

受賞された井戸道廣会長
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伴走支援の
現場から

茂木町
　

茂
木
町
商
工
会
で
は
、
会
員
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
、
強
化
す

る
た
め
、
手
嶋
会
長
と
副
会
長
二
人
が
職
員
と
と
も
に
全
て
の
会

員
企
業
を
巡
回
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
今
号
で
は
、
会
員

事
業
所
と
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
成
果
に
結
び
つ
い
た
支
援

事
例
を
２
件
紹
介
す
る
。

事
業
承
継
支
援

　
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め

     

専
門
支
援
機
関
の
活
用
を
提
案

 

有
限
会
社　

若
葉

取
締
役
会
長
　
若  

井  

孝  

之

代
表
取
締
役
　
若  

井  

伸  

之

　
（
ホ
テ
ル
・
割
烹　

若
葉
）

　

住
所
：
芳
賀
郡
茂
木
町
大
字
茂
木

                         　
２
１
６
１
－
３

　

電
話
：
０
２
８
５
－
６
３
－
０
１
４
８

左から、五味渕課長、若井孝之会長、若井伸之社長、

■
事
業
所
の
概
要

　

㈲
若
葉
は
、
昭
和
45
年
に
孝
之
現

会
長
が
日
本
料
理
店
を
創
業
後
、
観

光
需
要
の
高
ま
り
を
機
に
、
昭
和
50

年
に
「
ホ
テ
ル
若
葉
」
を
開
業
し
た
。

日
本
料
理
店
は
「
割
烹
若
葉
」
と
し

て
ホ
テ
ル
館
内
で
営
業
し
て
い
る
。
看

板
メ
ニ
ュ
ー
の
鰻
料
理
は
、
創
業
当
時

か
ら
変
わ
ら
な
い
手
法
と
伝
統
を
継

承
し
て
お
り
、絶
品
と
評
判
。
近
年
は
、

県
外
か
ら
訪
れ
る
宿
泊
客
の
注
文
も

増
加
し
て
い
る
。

■
巡
回
を
積
み
重
ね
事
業
承
継
の

き
っ
か
け
を
提
供

　

10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
息
子
で
あ
る

伸
之
氏
へ
の
事
業
承
継
を
検
討
し
て

い
た
孝
之
会
長
。
自
分
は
ま
だ
で
き

る
と
い
う
想
い
と
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
か
ら
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
悩
ま

れ
て
い
た
。
一
方
、
伸
之
氏
も
十
分

な
経
験
を
積
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

継
ぐ
覚
悟
は
で
き
て
い
た
。
20
年
近

く
㈲
若
葉
へ
の
巡
回
を
重
ね
て
き
た

五
味
渕
課
長
は
、
お
二
人
の
気
持
ち

を
把
握
し
、
会
社
の
状
況
や
課
題
な

ど
を
幅
広
く
把
握
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
県
の
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
を
交
え
て
相
談
す
る
こ
と

を
提
案
し
た
。
事
業
承
継
の
考
え
方
、

手
法
な
ど
を
第
三
者
の
立
場
で
提
示

し
て
く
れ
た
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
支
援
は
有
効
な
も
の
と
な

り
、
事
業
承
継
計
画
の
策
定
と
同
時

に
県
の
補
助
金
も
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
全
て
の
準
備
が
整
い
、
令

和
４
年
11
月
に
伸
之
氏
は
代
表
取
締

役
に
就
任
し
た
。

■
事
業
承
継
は
早
い
ほ
う
が
良
い

　

伸
之
氏
は
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ス
の
宿

泊
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
や
通
信
環
境
の
整
備
、
リ
モ
ー

ト
作
業
で
使
い
や
す
い
客
室
テ
ー
ブ

ル
へ
の
変
更
な
ど
、
お
客
様
へ
の
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
営
業
管
理
面

で
は
デ
ー
タ
化
な
ど
を
進
め
た
。

　

事
業
承
継
に
つ
い
て
お
二
人
は
「
早

け
れ
ば
早
い
方
が
良
い
」
と
口
を
揃

え
る
。
理
由
は
、
10
年
前
だ
っ
た
ら

看板メニューの「うな重（上）」は職人が
気持ちを込めて作りあげている

ホテル若葉外観。町の中心部、逆川の
隣に位置する。

挑
め
た
こ
と
が
、
年
齢
が
上
が
る
に

つ
れ
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
か
ら

と
い
う
。
孝
之
会
長
は
「
こ
れ
か
ら

は
若
い
人
の
時
代
、
様
々
な
発
想
が

必
要
」
と
語
る
。

　

五
味
渕
課
長
の
前
で
も
課
題
等
を

本
音
で
語
り
合
う
お
二
人
。
取
材
の

帰
り
際
、「
五
味
渕
さ
ん
に
は
ま
だ
ま

だ
頑
張
っ
て
欲
し
い
ね
」
と
互
い
に

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
両
者
間
の
信
頼
関

係
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
た
支
援
で

あ
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た
。

創 

業 

支 

援

　
経
営
課
題
は
尽
き
な
い
、

           　
　
全
力
で
支
援
を
継
続

 

焼
肉
ホ
ー
ム
Ｑ

代
表
　
髙  

久  

祐  

司

　

住
所
：
芳
賀
郡
茂
木
町
茂
木

                         　
３
９
４
－
１

　

電
話
：
０
９
０
－
６
２
０
７
－
０
０
１
２

（左）髙久祐司代表、（右）商工会の星野主任
商工会を紹介してくれた理事さんから頂いた
暖簾とともに

■
商
工
会
の
理
事
が
相
談
を
仲
介

　

髙
久
代
表
は
「
40
歳
ま
で
に
地
元

で
焼
肉
店
を
開
く
」
と
い
う
目
標
を

持
ち
、
県
内
の
有
名
焼
肉
店
で
長
年

修
業
を
積
ん
だ
。
し
か
し
経
営
面
と

な
る
と
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
り
。

地
元
の
先
輩
に
不
安
な
胸
の
内
を
話

す
と
「
商
工
会
に
星
野
と
い
う
職
員

が
い
る
か
ら
一
緒
に
相
談
し
よ
う
」
と

案
内
さ
れ
た
。
そ
の
先
輩
は
商
工
会

青
年
部
Ｏ
Ｂ
で
商
工
会
の
理
事
を
務

め
る
方
だ
っ
た
。

　

面
談
を
し
た
星
野
主
任
は
、
代
表

の
熱
い
想
い
を
聞
き
心
を
打
た
れ
た
。

必
要
な
手
続
き
等
を
丁
寧
に
説
明
し

な
が
ら
、
金
融
機
関
を
含
め
た
三
者

で
資
金
繰
り
や
、
事
業
計
画
策
定
な

ど
の
支
援
を
行
っ
た
。
髙
久
代
表
は

修
行
し
た
お
店
で
教
育
的
立
場
を
任

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
勤
務
を

続
け
な
が
ら
店
舗
物
件
の
改
装
や
各

種
準
備
に
奔
走
し
た
。
念
願
叶
い
、

令
和
６
年
８
月
に
焼
肉
ホ
ー
ム
Ｑ
は

オ
ー
プ
ン
し
た
。

■
商
工
会
に
よ
る
継
続
支
援

　

開
業
間
も
な
く
、
星
野
主
任
の
提

案
に
よ
り
、
厚
労
省
の
「
業
務
改
善

助
成
金
」
制
度
を
申
請
し
、
採
択
さ

れ
た
。
大
型
食
洗
機
を
導
入
で
き
た

こ
と
で
労
働
生
産
性
が
大
幅
に
向
上

し
た
。
ま
た
、
販
路
開
拓
に
つ
な
げ

る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
も
提
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厳選したお肉を自家製の甘ダレで味わえる

案
。
お
客
様
が
後
日
、
家
族
連
れ
で

来
店
さ
れ
る
な
ど
集
客
に
繋
が
っ
た
。

さ
ら
に
、
価
格
設
定
に
つ
い
て
適
切

な
専
門
家
を
派
遣
、
原
価
分
析
の
際

に
受
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
髙
久
代

表
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

髙
久
代
表
は
「
一
人
だ
と
助
成
金

制
度
を
知
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
み

ん
な
も
っ
と
商
工
会
に
相
談
す
れ
ば

良
い
の
に
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。
星

野
主
任
は
「
人
口
減
少
が
続
く
茂
木

町
で
の
開
業
は
簡
単
で
は
な
い
。
だ

か
ら
最
初
の
面
談
で
は
厳
し
い
こ
と

を
言
っ
た
が
、
代
表
の
本
気
が
伝
わ
っ

た
の
で
私
も
本
気
で
支
援
し
ま
す
。

私
を
紹
介
し
て
く
れ
た
理
事
さ
ん
の

期
待
に
も
応
え
た
い
」
と
語
っ
た
。

■
今
後
の
展
望

　

髙
久
代
表
は
「
創
業
し
て
約
１
年

な
の
で
、
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
た
い
、

ラ
ン
チ
営
業
の
要
望
も
頂
い
て
い
る
」

と
意
気
込
む
。
星
野
主
任
は
「
あ
り

が
と
う
と
言
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で

こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」

と
語
っ
た
。

　

取
材
中
も
、考
案
中
の
新
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
二
人
。
伴

走
支
援
を
始
め
て
１
年
足
ら
ず
だ
が
、

信
頼
関
係
が
し
っ
か
り
と
構
築
さ
れ

て
い
た
。
二
人
の
熱
意
は
相
乗
効
果

と
な
り
、
焼
肉
ホ
ー
ム
Ｑ
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

店舗外観。広 と々した作りになっており、宴会
等にも利用可能

高級感溢れる店内。ロールスクリーンが下りる
ことで、半個室で食事が楽しめる

左から、壬生町の中嶋常任委員、芳賀町の水沼常任委員、優勝
した那須塩原市の松本副部長、佐野市あその塩田副部長、氏家
の百村副部長

　

県
青
連
（
高
根
沢
大
地
会
長
）
は

６
月
26
日
、
主
張
発
表
会
を
栃
木
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

青
年
部
活
動
及
び
青
年
部
員
と
し
て

の
活
動
等
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、

相
互
に
研
鑽
す
る
こ
と
で
、地
域
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
意
識
の
高
揚

を
は
じ
め
、
若
手
経
営
者
・
後
継
者

と
し
て
の
資
質
向
上
に
資
す
る
こ
と

等
を
目
的
に
し
て
い
る
。
県
内
の
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
抜
さ
れ
た
５
人
が

出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
商
工
会
青
年

部
員
と
し
て
の
想
い
を
力
強
く
発
表
、

会
場
は
熱
気
と
緊
張
感
に
包
ま
れ
た
。

審
査
の
結
果
、「
人
は
人
で
し
か
変
わ

れ
な
い
」
の
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
那

須
塩
原
市
商
工
会
青
年
部
の
副
部
長

で
自
動
車
販
売
業
を
営
む
松
本
弘
基

氏
が
優
勝
し
た
。

　

松
本
氏
は
、
那
須
塩
原
市
で
生
ま

れ
育
ち
、
地
元
の
優
し
さ
や
温
か
さ

と
ご
縁
が
あ
っ
て
商
い
を
始
め
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
、
青
年
部
で
培
っ

た
人
脈
や
商
工
会
の
支
援
に
よ
り
経

営
が
安
定
し
て
き
た
こ
と
、
青
年
部

活
動
を
通
じ
て
地
元
に
恩
返
し
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

発
表
し
た
。

　

松
本
氏
は
10
月
１
日
に
宇
都
宮
市

で
開
催
さ
れ
る
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

  

栃
木
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
　
主
張
発
表
会
　

　 

松
本
弘
基
氏
（
那
須
塩
原
市
）
が
優
勝

栃木県警察防犯アプリ「とちぎポリス」は
あなたや家族を守る情報や
機能がいっぱい！
詳細は右記QRコードを
ご確認ください。

栃木県警防犯アプリのご案内

商工会の記帳システム
「MA1商工会エディション」のご案内

このクラウド会計ソフトの主なメリット

1

2

3

詳細はご加入の商工会にお問い合わせください

※電帳法の修正履歴は
　コンバートできません



商 工 連 と ち ぎ

発
行
所
／
栃
木
県
商
工
会
連
合
会　
　

☎
０
２
８
（
６
３
７
）
３
７
３
１　
　
　
　
　
　

印
刷
／
株
式
会
社
松
井
ピ
・
テ
・
オ
・
印
刷

当
商
工
会
は
、
会
員
事
業
所
の

事
業
発
展
と
経
営
健
全
化
の
た

め
、
伴
走
型
の
支
援
を
継
続
し
、

国
や
県
・
市
の
融
資
制
度
を
は
じ

め
各
種
支
援
事
業
を
積
極
的
に
活

用
す
る
よ
う
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
推

進
に
よ
る
会
員
数
純
増
を
目
指

し
、
会
員
増
強
運
動
も
進
め
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
紫
陽
花
ま
つ
り
、

く
ろ
ば
ね
夏
ま
つ
り
等
の
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
来
場
さ
れ
る

お
客
様
に
対
し
「
癒
し
」
と
「
お

も
て
な
し
」
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
経
済

効
果
の
拡
大
を
図
り
、
地
域
の
発

展
の
た
め
に
取
組
ん
で
い
る
と
こ

左から
前列：礒局長、郡司会長、佐藤主任
後列：長谷川主事、郡司主任、齋藤主事補

ろ
で
す
。

今
後
も
、
会
員
の
加
入
促
進
を

図
り
な
が
ら
、
会
員
事
業
所
の
経

済
効
果
拡
大
、
地
域
の
活
性
化
に

繋
が
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
支
援

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
商
工
会
か
ら
こ
ん
に
ち
は

▼
黒
羽
商
工
会
▲

商工会では新規会員を
募集しています

是非、
お仲間をご紹介ください。

詳しくは、最寄りの商工会まで
ご連絡ください。

導入検討や申込みにつきましては、ご加入の商工会にお問い合わせください

中小・小規模事業者を支援し地域を支える商工会職員を募集します

｢ＭＡ１商工会エディション｣には、こんな特徴があります

商工会の記帳システム「MA1商工会エディション」
クラウド会計ならではの機能が利用できます

試験概要は下記のとおりです。詳細は右記QRコード又はHPからご覧いただきご応募ください。

職　　種
採用人数
勤 務 地
受験資格

経営指導員
若干名
栃木県内の商工会又は栃木県商工会連合会
①高等学校卒業以上の学歴を有すること
②採用時年齢が40歳以下であること

募集期間
試 験 日
採 用 日
問合せ先

令和7年9月29日（月）～11月14日（金）
筆記　11月26日（水）、面接　12月9日（火）
令和8年1月1日（木）又は令和8年4月1日（水）
栃木県商工会連合会（総務課）
☎028－637－3731

商工会をもっと身近に！
各地の商工会をご紹介します

住　　所：〒 321-1512　栃木県日光市足尾町 2281 番 1
問合せ先：一般社団法人古河市兵衛記念センター事務局　0288(25)3800
営業時間：9:30 〜 16:00（入館受付は午後 3時 00分まで）
休 業 日：火曜日・水曜日、年末年始（12月 29日〜 1月 3日）、
　　　　　足尾町納涼祭（8月 13日）、臨時休館日あり

まちの話題

足尾銅山記念館　外観

足尾銅山記念館がオープン
　一般社団法人古河市兵衛記念センターが建設を進めてきた
「足尾銅山記念館」が 8月 8日（金）にオープンする。足尾
銅山を経営した古河市兵衛の精神を伝えるシアター動画、プ
ロジェクションマッピング、鉱害問題、銅の作り方の紹介や
足尾の歴史などを資料展示で詳しく紹介している。銅山の歴
史を深く学べる場所であり、足尾銅山観光と共に、ぜひ足を
運んでいただきたい。なお、現在は事前予約制のため、下記
にお問い合わせを。


